
昭
和
五
八
年
度
太
宰
府
出
土
の
木
簡

昭
和
五
人
年
度
の
大
学
府
史
跡
の
発
掘
調
査
は
、
政
庁
前
面
の
県
道
関

屋
―
山
家
線
と
御
笠
川
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で
数
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
概
報
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
特
に
不
丁
官
衝
地
区
南
端
の

第
八
五
次
調
査
で
は
、
南
北
濤
中
か
ら
五
人
点
に
及
が
木
簡

が

出
土

し

た
。
内
容
は
付
札
が
二
〇
点
を
占
め
注
目
さ
れ
、
北
方
の
蔵
司
地
区
付
近

で
投
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
県
教
育
委
員
会
九
州
歴
史
資
料
館
発
行

『
大
学
府
史
跡
　
昭
和
５８
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
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